
答 辞 卒業生総代 岩本祐誠

豊かな自然に恵まれた五木の山々に春の訪れを感じさせる今日のよき日に、私たちは、卒業式
を迎えることとなりました。本日は、私たち卒業生の為に、このような盛大な卒業式を挙行して
いただき、誠にありがとうございます。ご来賓の皆様からのご祝辞、校長先生からの激励の式辞
をいただき、卒業生一同、心より感謝申し上げます。

思い起こすと、五木分校で過ごした時間は、あっという間に過ぎ去っていきましたが、そんな
年月も、今では色鮮やかな思い出となって蘇ってきます。私たちは、この五木分校で沢山のこと
を学び、多くの出会いと別れを経験し、成長することができました。

三年前、それぞれの喜びや不安を胸に、入学式を迎えました。右も左もわからない状態で臨ん
だ運動会。その中でも特に大変だったのはカラーガードでした。初めての事ばかりで失敗の連続
でした。思い通りにいかない悔しさで心が折れそうになり、本番が近づ
てしまいました。しかし、諦めることなく練習を重ね、本番を迎えることができました。それを
乗り越えることができたのは、自分の力だけでなく、クラスのみんながいてくれたからでした。
一人では何もできなかったけれど、毎日の練習の中でお互い励まし支え合えたことで、少しずつ
距離を縮めることができ、仲間になっていった気がします。一つの目標に向けて、クラス全員で
協力していく中で、お互いのことを知っていくきっかけとなりました。

二年生、自分たちが主体となって生徒会活動を行うようになった中で迎えた文化祭では、初め
てのことが多く、特に新鮮だったのが大凧
るために何度も話し合いを重ね、一人ひとりの個性が混ざり合いながら最高の形へ作り上げてい
く楽しさを知りました。みんながそれぞれの役割でリーダーシップを発揮し協力できたことで、
文化祭が終わったあとは達成感で胸がいっぱいでした。

三年生になり、いよいよ進路が現実味を帯びてきました。自分の将来となかなか向き合うこと
ができず、気持ちばかりが焦り、時間だけが過ぎていきました。そんなときほど、話を聞いてく
れ、一緒に考え悩んでくれた先生方や家族、友人の大切さに気付き、本当に多
ているのだと実感しました。

五木分校の先生方には、三年間いつも変わらぬ熱心なご指導をしていただきました。進路指導
では、就職試験の面接の練習に、毎日納得いくまで付き合っていただいたり、勉強も分かるまで
親身になって教えていただき、私たちの手助けをして下さいました。一年生のときに担任をして
いただいた犬童先生、私たちが学校生活に慣れるように、優しく相談に乗ってくださいました。
そして二年生から担任になって下さった北﨑先生、いつも色々な話をし、沢山の事を教えてもら
いました。放課後の勉強会や面接指導の中で
なく、最後まで一緒に悩み、考えて下さいました。そのおかげで自信を持って、試験に臨むこと
ができました。いつも支えていただいてありがとうございました。また多くの先生方も、私たち
にいつも真剣に向き合って下さいました。先生方のおかげで、未熟だった私たちもずいぶん成長
できました。この場を借りて感謝の気持ちを伝えたいと思います。本当にありがとうございまし
た。

そしてこの三年間、一番身近で私たちを支えてくれたのが家族です。毎日、当たり前のように
学校に通っていたけれど、それがで
親には、三年間毎日朝課外のため、早朝から学校に送迎してもらいました。時には、進路を決め
ることのできない苛立ちから、衝突したこともありました。それでも、「自分の将来だから、よく
考えなさい。」と、いつも見守り信じて応援してくれました。面と向かってはなかなか言えないけ
ど、心から感謝しています。お父さん、お母さんありがとう。

最後に、在校生のみなさんには、残りの学校生活を思う存分楽しんで欲しいと思います。沢山
の人と積極的に関わりながら、色々な価値観を知り、自分自
ってほしいと思います。

私が五木分校で過ごした日々は、最高の三年間でした。いつもみんなを笑わせてくれた中村く
ん。歴史の知識が豊富だった福田くん。努力家の犬童さん。みんなに優しかった影山さん。いろ
んな人の相談に乗ってくれた皐月さん。明るい性格の堤さん。個性豊かで心優しいみんなのおか
げでした。勉強も部活動も、何気ない日々の生活も、みんなと過ごした沢山の時間は、私の大切
な宝物です。明日から、一緒に高校に通えないと思うと、寂しくなると同時に少し不安も感じま
す。しかしクラスのみんなと過ごした思い出は、きっと忘れることはないでしょう。私たちは、
この三年間で学んだ全ての事を糧にして、五木分校を誇りに思いながら、卒業してもそれぞれの
場所で、「一人ひとりが輝く分校生」として、自分自身の信じる道を力強く歩んでいきます。

最後になりましたが、五木分校の益々の発展と、ご臨席いただいた皆様のご健康とご活躍を心
からお祈り申し上げまして、答辞といたします。
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文化祭が終わったあとは達成感で胸がいっぱいでした。

三年生になり、いよいよ進路が現実味を帯びてきました。自分の将来となかなか向き合うこと
ができず、気持ちばかりが焦り、時間だけが過ぎていきました。そんなときほど、話を聞いてく
れ、一緒に考え悩んでくれた先生方や家族、友人の大切さに気付き、本当に多

五木分校の先生方には、三年間いつも変わらぬ熱心なご指導をしていただきました。進路指導
では、就職試験の面接の練習に、毎日納得いくまで付き合っていただいたり、勉強も分かるまで
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２月２７日（金）、金融広報アドバイザーの岩本好美氏を招いて、消
費者教育講座を行いました。

主役は今春卒業する３年生ですが、１・２年生も一緒に講話を聞きま
した。契約の成立とクーリングオフ、ヤミ金融の実
ントを使ったプレゼンテーションで具体例を挙げ、
た。特に最近の振り込め詐欺の手口については、“一千万円あげます詐
欺”や架空請求など、少し考えれば
人が後を絶たない現状を知ることができました。消費トラブルに巻き込
まれないことが一番ですが、いざというときの対処法を学び、相談先を
知ることができたことは、これから社会人として自立していく卒業生に
役立つものだったと思います。

月発行 人吉高校五木分校ニュース

http://sh.higo.ed.jp/itsukish/

豊かな自然に恵まれた五木の山々に春の訪れを感じさせる今日のよき日に、私たちは、卒業式
を迎えることとなりました。本日は、私たち卒業生の為に、このような盛大な卒業式を挙行して
いただき、誠にありがとうございます。ご来賓の皆様からのご祝辞、校長先生からの激励の式辞

思い起こすと、五木分校で過ごした時間は、あっという間に過ぎ去っていきましたが、そんな
も、今では色鮮やかな思い出となって蘇ってきます。私たちは、この五木分校で沢山のこと

三年前、それぞれの喜びや不安を胸に、入学式を迎えました。右も左もわからない状態で臨ん
だ運動会。その中でも特に大変だったのはカラーガードでした。初めての事ばかりで失敗の連続

くにつれて自信も失くし
、諦めることなく練習を重ね、本番を迎えることができました。それを

乗り越えることができたのは、自分の力だけでなく、クラスのみんながいてくれたからでした。
一人では何もできなかったけれど、毎日の練習の中でお互い励まし支え合えたことで、少しずつ
距離を縮めることができ、仲間になっていった気がします。一つの目標に向けて、クラス全員で

二年生、自分たちが主体となって生徒会活動を行うようになった中で迎えた文化祭では、初め
づくりでした。限られた時間の中、より良いものにす

るために何度も話し合いを重ね、一人ひとりの個性が混ざり合いながら最高の形へ作り上げてい
く楽しさを知りました。みんながそれぞれの役割でリーダーシップを発揮し協力できたことで、

三年生になり、いよいよ進路が現実味を帯びてきました。自分の将来となかなか向き合うこと
ができず、気持ちばかりが焦り、時間だけが過ぎていきました。そんなときほど、話を聞いてく
れ、一緒に考え悩んでくれた先生方や家族、友人の大切さに気付き、本当に多くの人に支えられ

五木分校の先生方には、三年間いつも変わらぬ熱心なご指導をしていただきました。進路指導
では、就職試験の面接の練習に、毎日納得いくまで付き合っていただいたり、勉強も分かるまで
親身になって教えていただき、私たちの手助けをして下さいました。一年生のときに担任をして
いただいた犬童先生、私たちが学校生活に慣れるように、優しく相談に乗ってくださいました。
そして二年生から担任になって下さった北﨑先生、いつも色々な話をし、沢山の事を教えてもら

、私たちが諦めそうになっても、先生は諦めること
なく、最後まで一緒に悩み、考えて下さいました。そのおかげで自信を持って、試験に臨むこと
ができました。いつも支えていただいてありがとうございました。また多くの先生方も、私たち
にいつも真剣に向き合って下さいました。先生方のおかげで、未熟だった私たちもずいぶん成長
できました。この場を借りて感謝の気持ちを伝えたいと思います。本当にありがとうございまし

そしてこの三年間、一番身近で私たちを支えてくれたのが家族です。毎日、当たり前のように
きたのは、家族の支えや手助けがあったからでした。特に両

親には、三年間毎日朝課外のため、早朝から学校に送迎してもらいました。時には、進路を決め
ることのできない苛立ちから、衝突したこともありました。それでも、「自分の将来だから、よく

信じて応援してくれました。面と向かってはなかなか言えないけ

最後に、在校生のみなさんには、残りの学校生活を思う存分楽しんで欲しいと思います。沢山
身を成長させる、そんな分校生であ

私が五木分校で過ごした日々は、最高の三年間でした。いつもみんなを笑わせてくれた中村く
ん。歴史の知識が豊富だった福田くん。努力家の犬童さん。みんなに優しかった影山さん。いろ
んな人の相談に乗ってくれた皐月さん。明るい性格の堤さん。個性豊かで心優しいみんなのおか
げでした。勉強も部活動も、何気ない日々の生活も、みんなと過ごした沢山の時間は、私の大切
な宝物です。明日から、一緒に高校に通えないと思うと、寂しくなると同時に少し不安も感じま

ごした思い出は、きっと忘れることはないでしょう。私たちは、
この三年間で学んだ全ての事を糧にして、五木分校を誇りに思いながら、卒業してもそれぞれの
場所で、「一人ひとりが輝く分校生」として、自分自身の信じる道を力強く歩んでいきます。

最後になりましたが、五木分校の益々の発展と、ご臨席いただいた皆様のご健康とご活躍を心

２月２７日（金）、金融広報アドバイザーの岩本好美氏を招いて、消

主役は今春卒業する３年生ですが、１・２年生も一緒に講話を聞きま
した。契約の成立とクーリングオフ、ヤミ金融の実態など、パワーポイ
ントを使ったプレゼンテーションで具体例を挙げ、解りやすいものでし

め詐欺の手口については、“一千万円あげます詐
考えればあるわけが無いうまい話に騙される

人が後を絶たない現状を知ることができました。消費トラブルに巻き込
まれないことが一番ですが、いざというときの対処法を学び、相談先を
知ることができたことは、これから社会人として自立していく卒業生に

。

第１６７号

平成２７年３月
熊本県立人吉高等学校

五 木 分 校

４月行事予定

８日（水）新任式、始業式

課題考査

９日（木）入学式

写真撮影

１０日（金）新入生テスト（１年）

１３日（月）課外開始（２・３年）

新入生歓迎行事

１５日（水）心臓検診（１年）

１６日（木）身体測定、

スポーツテスト

２１日（火）自転車点検・報告

２４日（金）人吉球磨地区高校

体育大会

２月２７日（金）、金融広報アドバイザーの岩本好美氏を招いて、消

主役は今春卒業する３年生ですが、１・２年生も一緒に講話を聞きま
態など、パワーポイ
解りやすいものでし

め詐欺の手口については、“一千万円あげます詐
れる

人が後を絶たない現状を知ることができました。消費トラブルに巻き込
まれないことが一番ですが、いざというときの対処法を学び、相談先を
知ることができたことは、これから社会人として自立していく卒業生に


